
活動資料

火おこし

　現代の世の中ではボタンひとつで火がつくようになり、火の大切さ、ありがたさをいつの日か忘れ

かけてきているように思う。そこで、自分たちの力で木と木の摩擦によって火をおこし、人間の文明

の原点に立ち返り、自然の偉大さを実感できる。

場　　所 キャンプ場、野外炊事場等

所要時間 １時間

準　　備 火おこし器本体、火きり板、カンナ屑、ちり取り、鉄板

①火きり板をセットし、火きり板の穴に火おこし器を垂直にたてる。穴の脇に鉄板を置く。

  ※芯棒からひもを左右等間隔にし、横木を火きり板に平行にする。

②火おこし器の芯棒を回転させ、ロープを巻きつける。

③両手で横木を持って、ゆっくり下げて芯棒を回転させる。

  ※ロープが伸びる少し手前で力を抜くと、反動で自然にロープが芯棒に巻きつき、横木があがって

　くる。

④この上下運動をゆっくりと繰り返し、少しずつ力を入れていく。

⑤煙が出てきたら、さらに力を加えて回転し続ける。

⑦黒い粉の上に火種ができたら回転を止め、息を吹きかけながら、火種を大きくしていく。

⑧鉄板にのった火種をちりとりのおがくずに移動し、さらに息を吹きかけていき、火をつける。

※用具と火の取り扱いには十分注意すること。

４―野外０４
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